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平成２２年度全国学力・学習状況調査結果 鳥取県の概要について

１ 実施状況

※４月２０日に実施した抽出調査（公立学校）の結果を集計

【小学校６年生】

【中学校３年生】

２ 教科の概要

（１）小学校６年生 ［小学校資料 P1-4,P45］

〔平均正答率〕 ［単位：％］

本年の調査は抽出調査であるため、調査結果として示した各種の数値は、あくまでも

推計値であり、誤差を含めた幅のある数値である（中学校３年生の表も同様）

※１：９５％の確率で、全員を対象とした調査（悉皆調査）の場合の平均正答率が含まれる範囲の中央の値

※２：９５％の確 率 で、全 員 を対 象 とした調 査 （悉 皆 調 査 ）の場 合 の平 均 正 答 率 が含 まれる範 囲

① 国 語

○国語Ａ（主として知識）…１５問［小学校資料 P5］

・平均正答率は、全国に比べて＋2.5 ポイント（昨年度は＋1.0 ポイント）。

・どの領域、評価の観点、問題形式についても平均正答率は全国平均を上回って

いる。

・全ての問題で平均正答率は全国平均を上回っている。

「漢字を書く（ひさしぶりにおじさんに会う）」問題（全国比＋4.6 ポイント）。

○国語Ｂ（主として活用）…１０問［小学校資料 P6］

・平均正答率は、全国に比べて＋3.2 ポイント（昨年度は＋2.0 ポイント）。

・どの領域、評価の観点、問題形式についても平均正答率は全国平均を上回って

いる。

・全ての問題で平均正答率は全国平均を上回っている。

「話し手が聞き手に問いかけるよさについての説明を書く」問題

（＋5.3 ポイント）

〔国語関係の質問紙〕［小学校資料 P30-33］

教科等 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 質問紙

人 数 2,343 2,343 2,343 2,343 2,343

教科等 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 質問紙

人 数 2,710 2,711 2,711 2,714 2,714

本県（公立） 全国（公立） 差 本県（公立） 全国（公立） 差 本県（公立） 全国（公立） 差 本県（公立） 全国（公立） 差

H19 84.4 81.7 2.7 64.0 62.0 2.0 84.2 82.1 2.1 65.0 63.6 1.4

H20 68.0 65.4 2.6 51.7 50.5 1.2 73.3 72.2 1.1 52.2 51.6 0.6

H21 70.9 69.9 1.0 52.5 50.5 2.0 81.5 78.7 2.8 55.9 54.8 1.1

H22 85.8 83.3 2.5 81.0 77.8 3.2 76.5 74.2 2.3 51.4 49.3 2.1

（±0.8） （±0.2） （±1.0） （±1.1） （±0.2） （±1.2） （±1.1） （±0.2） （±1.3） （±1.1） （±0.2） （±1.3）

85.0-86.6 83.2-83.5 +1.5-+3.4 80.0-82.1 77.7-78.0 +2.0-+4.4 75.4-77.5 74.0-74.4 +1.0-+3.5 50.3-52.5 49.1-49.5 +0.8-+3.4

算数Ｂ国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ

※２

※１
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■全国平均より高いもの

・「国語の授業の内容はよく分かる」（＋1.5 ポイント）

・「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う」

（＋1.5 ポイント）

・「読書が好きだ」（＋1.2 ポイント）

■全国平均より低いもの

・「国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり書いたりしてい

る」（－1.7 ポイント）

② 算 数

○算数Ａ（主として知識）…１９問［小学校資料 P7］

・平均正答率は、全国に比べて＋2.3 ポイント（昨年度は＋2.8 ポイント）。

・どの領域、評価の観点、問題形式についても平均正答率は全国平均を上回ってい

る。

・平均正答率が全国平均より高い問題は１５問。

「加法と乗法の混合した整数の計算をする」問題（全国比＋7.8 ポイント）。

・平均正答率が全国平均より低い問題は３問。

「数量を等分したときの１つ分を分数で表す」問題（全国比－4.4 ポイント）。

○算数Ｂ（主として活用）…１２問［小学校資料 P8］

・平均正答率は、全国に比べて＋2.1 ポイント（昨年度は＋1.1 ポイント）。

・どの領域、評価の観点、問題形式についても平均正答率は全国平均を上回ってい

る。

・平均正答率が全国平均より低い問題は３問。

「定価１０００円の図に対して、定価の３０％引き後の値段を表している図を選

ぶ」問題（全国比－1.3 ポイント）。

〔算数関係の質問紙〕［小学校資料 P33-36］

■全国平均より高いもの

・「算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いている」

（＋2.5 ポイント）

・「算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う」

（＋2.4 ポイント）

■全国平均より低いもの

・「算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考える」

（－2.0 ポイント）

（２）中学校３年生 ［中学校資料 P1-4,P49］

〔平均正答率〕 ［単位：％］

本県（公立） 全国（公立） 差 本県（公立） 全国（公立） 差 本県（公立） 全国（公立） 差 本県（公立） 全国（公立） 差

H19 81.9 81.6 0.3 72.0 72.0 0.0 73.3 71.9 1.4 61.2 60.6 0.6

H20 75.5 73.6 1.9 61.3 60.8 0.5 64.4 63.1 1.3 50.9 49.2 1.7

H21 79.3 77.0 2.3 76.4 74.5 1.9 64.0 62.7 1.3 58.4 56.9 1.5

H22 77.1 75.1 2.0 67.1 65.3 1.8 66.1 64.6 1.5 44.5 43.3 1.2

（±0.6） （±0.1） （±0.7） （±0.9） （±0.2） （±1.1） （±1.3） （±0.2） （±1.5） （±1.3） （±0.2） （±1.5）

76.6-77.7 75.0-75.2 +1.4-+2.7 66.2-67.9 65.1-65.5 +0.7-+2.8 64.8-67.4 64.4-64.8 ±0.0-+3.0 43.2-45.7 43.1-43.5 -0.3-+2.6

数学Ｂ国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ

① 国 語

○国語Ａ（主として知識）…３５問［中学校資料 P5,6］

※１

※２
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・平均正答率は、全国に比べて＋2.0 ポイント（昨年度は＋2.3 ポイント）。

・どの領域、評価の観点、問題形式についても平均正答率は全国平均を上回って

いる。

・平均正答率が全国平均より高い問題は３２問。

「演説の話し方の特徴として適切なものを選択する」及び「適切な敬語を選択す

る」問題（それぞれ全国比＋6.6 ポイント）。

・平均正答率が全国平均より低い問題は３問。

｢漢字を書く（コウシキを使って面積を求める）」問題（全国比－5.1 ポイント）。

○国語Ｂ（主として活用）…１０問［中学校資料 P7］

・平均正答率は、全国に比べて＋1.8 ポイント。（昨年度は＋1.9 ポイント）

・どの領域、評価の観点、問題形式についても平均正答率は全国平均を上回って

いる。

・全ての問題で平均正答率は全国平均を上回っている。

「新聞を読んで、興味をもった記事について感想を書く」問題

（全国比＋5.0 ポイント）。

〔国語関係の質問紙〕［中学校資料 P32-35］

■全国平均より高いもの

・「読書が好きだ」（＋4.7 ポイント）

・「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う」

（＋1.8 ポイント）

■全国平均より低いもの

・「国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを

工夫している」（－2.5 ポイント）

② 数 学

○数学Ａ（主として知識）…３６問［中学校資料 P8,9］

・平均正答率は、全国に比べて＋1.5 ポイント（昨年度は＋1.3 ポイント）。

・どの領域、評価の観点、問題形式についても平均正答率は全国平均を上回って

いる。

・平均正答率が全国平均より高い問題は２７問。

「総当たり戦の試合数を求める」問題（全国比＋9.4 ポイント）。

・平均正答率が全国平均より低い問題は９問。

「比例のグラフから、ｘの変域に対するｙの変域を求める」問題

（全国比－5.6 ポイント）

○数学Ｂ（主として活用）…１４問［中学校資料 P10］

・平均正答率は、全国に比べて＋1.2 ポイント（昨年度は＋1.5 ポイント）。

・どの領域、評価の観点、問題形式についても平均正答率は全国平均を上回って

いる。

・平均正答率が全国平均より高い問題は１１問。

「証明をよみ、２つの三角形の対応する２辺の間の角が等しいことを表している

部分を書く」問題（全国比＋3.1 ポイント）。

〔数学関係の質問紙〕［中学校資料 P35-39］

■全国平均より高いもの

・「数学の勉強は大切だと思う」（＋1.3 ポイント）

・「数学ができるようになりたい」（＋0.8 ポイント）
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■全国平均より低いもの

・「数学の授業の内容がよく分かる」（－6.4 ポイント）

・「数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える」

（－5.8 ポイント）

３ 質問紙調査の概要

※〔 〕内の数字は質問番号，（昨年度比±ポイント）は昨年度の県の平均値との差

○〔１６・１７〕

「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）１日当たりどれくらいの時間、勉強

をしますか」に「２時間以上」という回答は、全国比で小学校－6.6 ポイント（昨

年度比＋0.7 ポイント）中学校－6.8 ポイント（昨年度比＋0.4 ポイント）。

「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれぐらいの時間、勉強しま

すか」に「３時間以上」という回答は、全国比で小学校－3.7 ポイント（昨年度比

＋1.8 ポイント）中学校－0.5 ポイント（昨年度比＋2.2 ポイント）。

○〔２７・２８〕

「家で学校の授業の予習・復習をしていますか」に肯定的な回答は、全国比で小学

校の予習が+0.7 ポイント、復習が＋6.6 ポイント（昨年度比＋6.5 ポイント，＋7.9

ポイント）中学校の予習が－8.6 ポイント、復習が－4.3 ポイント（昨年度比+2.2

ポイント，＋6.1 ポイント）。

○〔２５〕

「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」に肯定的な回答は、全国比で小学

校－0.9 ポイント（昨年度比＋2.3 ポイント）、中学校－0.5 ポイント（昨年度比＋

4.4 ポイント）。

○〔２１・２２〕

「家の人と普段（月～金曜日）夕食を一緒に食べていますか」に肯定的な回答は、

全国比で小学校＋2.9 ポイント（昨年度比－0.2 ポイント）中学校＋4.8 ポイント

（昨年度比＋0.6 ポイント）。

「家の人と学校でのできごとについて話をしていますか」に肯定的な回答は、全国

比で小学校＋0.8 ポイント（昨年度比＋3.2 ポイント）、中学校＋0.1 ポイント（昨

年度比＋2.8 ポイント）。

○〔１９・２０〕

「家や図書館で、普段（月～金曜日）１日当たりどれくらいの時間、読書をします

か」に「１０分以上」という回答は、全国比で小学校＋3.5 ポイント（昨年度比－

1.5 ポイント）中学校＋8.5 ポイント（昨年度比＋1.0 ポイント）。

「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読んだり、借りたりするために、学校

図書館・室や地域の図書館へどれくらい行きますか」に「週に１回以上」という

回答は、全国比で小学校＋15.2 ポイント（昨年度比－1.7 ポイント）、中学校＋9.1

ポイント（昨年度比－1.6 ポイント）。

○〔９〕

「普段（月～金曜日）何時ごろに起きますか」に「朝７時までに起きる」という回

答は、全国比で小学校＋8.3 ポイント（昨年度比－1.8 ポイント）。中学校－5.4

ポイント（昨年度比＋3.8 ポイント）。

○〔１２〕

「普段（月～金曜日）１日当たりどれぐらいの時間、テレビやビデオ・ＤＶＤを見

たり、聞いたりしますか」に「２時間以上」という回答は、全国比で小学校＋1.5

ポイント（昨年度比－0.8 ポイント）、中学校＋1.3 ポイント（昨年度比－4.0 ポイ

ント）。
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○〔１５・２４〕

「携帯電話で通話やメールをしていますか」に肯定的な回答は、全国比で小学校－

10.9 ポイント（昨年度比＋0.5 ポイント）中学校－26.6 ポイント（昨年度比－3.7

ポイント）。

「携帯電話の使い方について、家の人と約束したことを守っていますか」に肯定的

な回答は、全国比で小学校－10.5 ポイント、（昨年度比＋1.6 ポイント）、中学校

－21.3 ポイント（昨年度比＋0.5 ポイント）。

○〔３４〕

「今住んでいる地域の行事に参加していますか」に肯定的な回答は、全国比で小

学校＋14.5 ポイント（昨年度比±0.0 ポイント）、中学校＋9.6 ポイント（昨年度

比＋0.2 ポイント）。

このたびの調査は抽出調査であるため、調査結果と

して示した各種の数値は、あくまでも推計値であり、

誤差を含めた幅のある数値である。



-6-



-7-



-8-



-9-



-10-



-11-



-12-



-13-




